
ＮＰＯ法人富士市のごみを考える会 23 年 12 月度第 1 回理事会議事録（案） 
 

日 時：2011 年 12 月 8 日（木） 午前 9 時 30 分～１２時 00 分 

場 所：フィランセ 3Ｆ 団体研修室 

出席者：縣、時田、赤松、望月、田中、岸本、竹内 

  

＜活動報告＞ 

１、リユース食器関連 

① 11 月 26 日（土） 第 5 回環境フェア 6 種：2,100 枚 

② 11 月 27 日 (日) 環境フェア食器の洗浄作業 (時田宅：時田、縣、中島) 

③ 11 月 25～26 日  鷹身工芸まつり（食器＃７：、＃14 ×60 ケ） 

④ 12 月  4 日（日）神戸少年野球団（食器＃７：100 ケ）（菅井、縣） 

⑤ 12 月  7 日（水） 9 時 30 分～大渕倉庫棚卸し～14 時 30 分 

２、その他審議報告事項 

① 第 5 回富士市環境フェア（平成 23 年 11 月 26 日（土））について   
１）環境フェア参加者並びに準備等 

 11/25（金） 備品（ブース、ステージ、食器）を準備し「ふじさんめっせ」へ運搬 

・集合 時間：10 時 00 分大渕倉庫   13 時～16 時迄にブース展示完了 

・車（軽四）：13 時 00 分：小野 

・参 加 者 ：竹内、中島、菅井、縣、望月、小野、梅原 

 11/25 (金) ：15 時 00～17 時 00 内覧会の立会い、参加者：竹内、縣 

・課題：参加人数が少なく全く意味が無い 

・マスコミの活用で宣伝効果はある。来年度の参考意見としたらどうか。 

 11/26(土)  

・集合時間：①８時 00 分 中島、縣、竹内  ②９時 30 分 全員 

・参 加 者：竹内、菅井、梅原、中島、田中、石川、斉藤、伊勢、岸本、菊池、縣 

小野（由）、小野（勝）、植田、望月 

・車（軽四）：菅井、小野 

・撤  収  ：１５時から撤収し完了後 ①時田宅 ②大渕倉庫に運搬 

２）内 容 

 「場内ブース(№６０)」 当会のＰＲ（パネル説明＆パンフ配布）  （担当 石川） 

：展示物は①青葉台文化祭のもの活用 ・ごみ減量あれこれ 

・生ごみパンフレット及び会の紹介冊子 

・ダックスクン太君、  ・EM ぼかし使用の土の状態 

 「ステージ発表」 14 時 55 分~15 時 10 分         （担当 梅原、小野） 

：青葉台文化祭の資料を活用。（ごみ減量クイズ） 

 「ＥＭぼかし活用説明」（廃棄物対策課指示で活動）        （担当 竹内） 

 「クッキングカーを５台屋外に設置」（例年より参加人数は多った） 

 「リユース食器」：使用食器の回収（現地でできる簡易洗浄を実施） 

：今後のリユース食器活動のヒントになった。 

３）課題 

1. 連絡ミスがあり、当日急遽大渕倉庫に食器を取りに行った（縣、中島） 

2. 会の行事の準備等に私用自動車を使用する場合の保険について未検討（竹内） 

② 富士市行政への対応 

１）富士市職員研修について 

 11 月 30 日（水）13 時 00 分～17 時 00 分（第３班、14 時 30 分～15 時 5 分まで） 

 消防庁舎７階 5 グループ発表 

 研修生第３班、（山田、杉本、丸山、長谷川、工藤、）の発表があった。 

結果：グランプリ受賞（発表のまとめ方、内容共にすばらしかった） 



 参 加 者：13 時 00 分～ 竹内、時田、望月、縣、小野 

富士市から講演内容の PDF を入手した。（名前削除？） 

 

＜今後の活動予定＞ 

１、リユース食器関連 

① 12 月 15 日（木）ふじひろみ（食器＃2：20 ケ 12 月 7 日搬入縣、引取り竹内 

② 12 月 11 日（日）天間まちづくり推進会議 食器＃12：250 ケ フィランセ引渡し 

③ リユース食器フォーラム開催について（縣、小野） 

１）日程：2012 年 3 月 8 日  13：00～17：00 シンポジウム（18：00 懇親会） 

2012 年 3 月 9 日   9：30～12：00 勉強会 

２）会場：日本オラクル株式会社（東京港区北青山 2－5－8） 

 

２、その他の審議・報告事項 

① 常葉大学杉山先生との「富士市のごみ」についての意見交換会。 
１）日程：12 月 8 日（木） 

２）時間：15 時～16 時時 45 分 

３）場所：常葉大学の教室  

４）テーマ：①ごみ分析調査結果報告（常葉大学） 

②富士市のごみ発生のリバウンドの実態・富士市研修生の発表内容紹介 

③それに対して、行政、市民、NPO、大学 夫々実行すること。 

５）出 席 者：竹内、時田、縣、赤松、石川、  常葉大学（８名） 

６）集合時間：14 時 45 分 

まとめ ： 

1. キーワード「モラル」（大学） 

2. 不良品交換情報提供ページの開設（ごみを考える会） 

3. 卒論内容の紹介（大学） 

4. 継続してごみの分析と意見交換会を行なうことを確認した。 

② 富士市行政への対応 

１）教育委員会：学校教育課を通じて「小学校での環境教育」の進捗を図る。（時田理事） 

    校長各位への情報提供とお願い継続中 

毎月の校長会の開催時間前 ３分程度の時間を活用し会の説明ＰＲが可能（時田） 

③ 時田理事による勉強会 第 11 弾テーマ 

１）研修生の発表内容 

「ごみ排出量 1 割削減に向けて」 

～大切な地球を守るべく環境先進都市富士市を！～ 

「富士市のごみ削減宣言」の具体的内容 

①広報活動 

1. 同報無線による広報 

2. 広報・ホームページによる広報 

3. 横断幕設置 

4. ごみ減量の選挙 

②リユース食器の活用 

③不良品交換情報提供ページの開設 

④ごみ非常事態宣言の発令 

２）今後の生かし方 

③の不良品交換情報提供ページの開設は面白いテーマであり、国内の他都市の事例

を参考に会としての取り組みを進めたらどうかの意見。他の活動グループとのネッ

ト回線での繋がりも増加し、会の活動内容紹介の PR にもなるので進めることにな

った。 

 



④「富士山の日」に係わる協力について 

１）依頼元：ふじさんネットワーク事務局 

２）以下の内容（案）が承認された。 

１）内容（案） 

① 「富士山の日」PR クイズ、 

   ・最終処分場の数、不法投棄の回収量等新たに作成したら、どうか（梅原） 

② 「ごみ SOS」講演会：生ごみ、分別方法、風呂敷き活用、アトラクション、 

アトラクションについて依頼先検討（田中） 

「広報」への掲示依頼（竹内） 

２）開催日：平成 24 年 2 月 18 日（土）13：00～15：30 

３）場 所：フィランセ西館 3 階第１会議室（申請済み） 

 

⑤ 外部団体・行政への提出内容 

１）NPO 協議会定例会報告：団体登録書準備中」 

２）NPO 協議会 12 月度定例会(12/8・19 時～（竹内、縣）出席、グループ討議実施 

３）静岡銀行 助成金使用実績報告     （竹内） 

⑥ 保険加入について：調査提案       （竹内）NPO 協議会事務局に問い合わせ中 

 

⑦ その他 

１）忘年会について 

12 月 18 日（日）～19 日 1 泊で実施する。（決） 

参加者男性 6 人更に確認する。 参加者女性   人 更に確認する。 

場 所   ：東急ハーヴェスト「山中湖」（HOTEL  Mt.Fuji） 

２）12 月号通信 印刷 発送作業実施 

以上 


